
（生徒部に関する校内規定） 

生徒部に関する校内規定は、次のとおりとする。 

１ 生徒校内規則 (平成２年３月改訂) 

一 登校・下校 

(1)始業時間は８時２５分である。始業１０分前までに登校するように努めること。なお、特に認められた場合

の除き７時３０分以前の登校は認めない。 

(2)授業終了後は清掃・各種委員会など各自の責任を果たし、速やかに下校する。なお、部・同好会の活

動に参加したり、図書館や自習室で学習する場合は５時までとする。 

部活動その他やむを得ぬ事情により、上記の時刻以降に居残るときは所定の用紙に居残者の名前を明

記し、顧問の先生の許しを得てから生徒部に届け、その先生の指導のもとに活動すること。 

(3)日曜日・休日の登校は認めない。ただし、やむを得ぬ事情で登校するときは先生が監督指導される場

合に限って許可される。この際は顧問の先生の許可を得てから生徒部より「行事届」の用紙を受け取り、

所要事項を記入し、３日前までに生徒部に届けること。 

下校の際は、使用した部屋・用具を整頓し清掃を行うこと。使用する部屋は願い出た者に限る。 

二 遅刻・早退・欠席 

(1)出欠は８時２５分にホームルームでとり、それ以降は遅刻である。 

(2)早退する時には生徒手帳にその旨を記入し、必ず学級担任または副担任、同一学年の先生の承認の

印をえること。 

(3)在学時間中の外出は認めない。ただし、やむを得ない理由で外出の必要のある時は、生徒手帳に書い

て学級担任の承認をえること。 

(4)欠席する時は、その日の８時２５分以降に学校に連絡をとり、最初の登校の日にその理由・月日を生徒

手帳に書いて学級担任の検印をえること。なお、欠席が１週間以上にわたる時は医師の診断書をそえ届

書を提出すること。 

(5)学校の認める対外試合、就職受験等のため欠課する場合は、「公欠願」を提出し、学級担任および顧

問の認印をうける。この場合公欠扱いとなる。 

三 服装 

(1)服装は華美にわたらず、清楚端正をむねとする。 

(2)登下校の際、その他学校行事に参加する場合は、特に指示された場合を除いて、常に制服を着用す

ること。 

(3)服装規定(制服の基準)は次のとおりとする。 

【冬服】 
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男子 制服は本校指定の濃紺の詰襟学生服とし、本校所定の高等学校用ボタンをつける。 

上着の左襟には、本校所定の校章をつける。 

上着の下には、白のワイシャツを着用する。 

靴下・シャツ・セーター・コート等については、年度初めに配られる細則に従うこと。 



女子 制服は本校指定の濃紺ボレロ風上着、スカートおよびリボンとする。 

校章バッジを上着の左胸につける。 

上着の下には、本校指定の角襟白ブラウスを着用する。 

靴下・セーター・コート等については、年度初めに配られる細則に従うこと。 

【夏服】 

男子 制服は本校指定の濃紺スラックス、白ワイシャツ(半袖、長袖両方可)とする。 

ワイシャツのポケットに校章(アイロンプリント式)をつける。 

その他の点については、衣替え前までに配布される細則に従うこと。 

女子 制服は本校指定の濃紺ベスト、スカートおよびリボンとする。 

校章バッジをベストの左胸につける。 

ブラウスは本校指定の角襟白ブラウス(半袖、長袖両方可)とする。 

その他の点については、衣替え前までに配布される細則に従うこと。 

(4)履物は靴とする。校内で使用する上履きおよび体育館専用靴は、本校所定のものを用いる。 

(5)以上の規定以外のものを使用するときは、「異装届」を学級担任に提出し、許可を受けること。 

(6)頭髪はつねに清潔にし、髪型は生徒としてふさわしいものとする。 

(7)履物・頭髪については、年度初めに配られる細則に従うこと。 

四 その他 

(1)授業料および諸会費は毎月口座振替により自動引き落としされる。 

(2)教室・職員室前・進路室前等の掲示にはつねに注意すること。 

(3)所持品を失ったとき、また品物を拾ったときは、生徒部に届けること。 

(4)面会人のあるときは学級担任に連絡し、許しをえてから応接すること。 

(5)施設用具は丁寧に扱い、もし誤って損傷したときは直ちに担任を通して係の先生及び事務室に届け出

ること。 

五 生徒会活動 

(1)部・委員会・ホームルームなどの役員はその任務を積極的に遂行するようにつとめ、その構成員は所属

している団体の活動が円滑に行われるよう積極的に努力すること。なお、それぞれの団体が活動すると

きは、学級担任または顧問の先生などによく連絡し指導をうけること。 

(2)他校の生徒や部などと共同して活動するとき、または他の団体に加盟するときは、必ず学級担任また

は顧問の先生に届け、生徒部を通して学校長の許可を得ること。 

(3)研究または練習などのために先生以外の人を指導者として依頼するときは、必ず顧問の先生に届け、

生徒部を通して学校長の許可を得ること。 

(4)ホームルーム、部活動以外で集会をするときは、生徒部に届け出ること。 

(5)イ．校内における印刷物、掲示物は生徒部へ届け出て、次の項目について承認を受けること。 

①責任者の明示 ②掲示場所、掲示期間の明示(掲示期間は原則として１週間以内) ③事実に反しない

こと 

④政治的活動や宗教的活動に関するものでないこと 



ロ．印刷物並びに掲示物には責任者氏名を明示すること。 

ハ．印刷物、掲示物について問題が起きた場合は会員の申し出によって自治委員会が審議をし、当事者

はその裁定に従うこと。 

２ 学校当番要領 (昭和４５年２月改正 平成２年３月改正 平成１４年１月改訂) 
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一 人員 生徒１日４～５名ずつがあたり、毎日交代する。 

二 担当時間および担当内容 

担当の先生の指導のもとに下記の作業を行う。 

(1) ８時１５分より８時２５分まで 

生徒部の先生とともに正門に立ち、登校する生徒に挨拶をする（挨拶運動）。 

３ 高校生の自転車通学届・自動二輪通学禁止について 

一 自転車通学上の注意 

(1)通学に自転車を使用する者は年度初めに所定の用紙をもって学校に届け出て、指定の場所に置くこ

と。 

(2)信号等の交通規則や交通道徳を厳守すること。 

(3)常に冷静で余裕のある心身の状態をととのえておくこと。 

(4)登下校時、車の混雑道路をさけるようにすること。 

(5)常に一定の道路を通るようにすること。 

(6)定期的に自転車の点検整備を行い、故障など起こさないよう注意すること。 

(7)時間に余裕をもって登校すること。 

(8)「通学用自転車」を表示したステッカーを自転車最後部の位置に貼ること。 

(9)駐輪時は必ず施錠すること。また、防犯上、学校に自転車を放置しないこと。 

(10)自転車の防犯登録を行う。 

(11)万一の場合に備え、自転車保険等に加入することが望ましい。 

(12)自宅から１㎞以内、７㎞以遠の場合は、願い出は受理出来ない。 

二 自動二輪車及び原動機付自転車による通学の禁止について 

以下の理由により自動二輪車及び原動機付自転車による通学を禁止する。 

(1)最近の交通事情の悪化にともない、特に自動二輪車及び原動機付自転車による事故が多発しており、

それらによる 

通学は望ましくない。 

(2)自動二輪車及び原動機付自転車を利用すると、交通事故の被害者になるだけでなく、加害者にもな

るので、生命の尊重の立場からも望ましくない。 

(3)通学区域からみて、自動二輪車及び原動機付自転車による通学以外の方法でも容易に通学出来

る。 

(4)健康上の問題からも、徒歩を積極的に取り入れる習慣を身につける。 










